
１ 香港最新事情 

（１）中国政府の統治 

１９９７年の英国植民地から中国への「歴史的返還」から２０年が経過し、現在の香港は中国の影響

が大きく感じられる。 

香港には年間で２,７８８万人（２０１７年度）の観光客が訪れており、このうち 8 割が本土からの観

光客である。 

そえゆえ、ホテルや観光地では中国語が飛び交っている。 

レストランや土産店の案内表示は中国語のオンパレードである。 

有名観光地では、中国人しか見られない。 

 

香港の歴史的返還で思い出すのは、当時、私たちはカナダのビクトリアで冷やかし半分に何件かの売

却物件を観ていた。その後、数年して現地不動産会社から“当時、私たちが気にいっていた物件が売れた”

とのメールを受け取った。 

物件が売れた事は別に何とも思わなかったが驚いたのはその売価である。 

何と２倍に高騰していたのである。 

どうも歴史的返還を嫌って香港の富裕層が大挙してカナダに移住したのが原因のようだ。 

 

衝動買いしていたら、私たちはどこかの国で裕福な老後を送れたかも知れない。 

 

 



（２）不思議と英語が通じない 

今回の旅行で妻は盛んに 2 年前に比べて英語が通じないと嘆いていた。 

確かに、2 年前には英語が通じた若い人が結構いたが今回は若い人でも通じない場合が結構多い。 

驚くことには入出管理所にも英語が通じない係員がいた。 

夜市の屋台で知り合った香港駐在歴２０年を超える駐在員に聞くところによると、ここ数年、香港政

府は本土政府の意向を受けて、英語よりも中国語の教育に力を入れているそうである。 

英語ができる Taxi 運転手は少ないし、ローカルバスに至っては英語が通じる運転者は皆無である。 

これから香港を訪れる個人旅行者は中国語ができないと旅は難しい。 

そこで提案がある。 

私が考案したＡ４一枚指差し会話祇である。 

ちょっとしたパクリであるが市販指差し会話帳の改良版である。 

今回の旅で驚くほどの威力を発揮した。 

市販のものは枚数や表現が多いが、これを旅の日程に合わせてＡ４一枚にするのである。 

特に地名は発音が難しく通じ難いが、印刷物を見せるだけなら間違いなく通じる。 

100 発 100 中である。 

その威力には英語文法にうるさい妻も驚いていた。 

 

香港版Ａ４一枚指差し会話祇は非売品です。 

 

 



（３）オクトパスは年寄の味方 

２０００年公開のアメリカ合衆国のパニック映画の話ではない。 

オクトパスは、香港旅行に必須の交通系 IC カード（八達通/Octopus）である。 

主要交通機関で使用でき、少額な買物もできる便利なカードである。 

日本にも似たような SUICA や TOICA がある。 

オクトパスには “Child” “Adult” “Elder”などの 6 種類のタイプがある。 

この中で意外と知られていないのが“Elder”である。 

“Elder”タイプは６５才以上が購入できる、いわゆる高齢者用である。 

香港圏内では、ほとんどの交通機関やコンビニ等での少額の買物に使える。 

海外旅行では小銭が堪るが、オクトパスならその煩わしさもない。 

そのうえ、エアポートエクスプレスやローカルバスが半額になる。 

オクトパス“Elder”タイプは、インターネットでは情報としてはほとんど触れられていない。 

 

オクトパス“Elder”タイプは高齢者にやさしい使い勝手の良い香港旅行必須のカードである。 

 

 
  ↑ お勧めの“Elder”タイプである。 



（４）本土中国人の迷惑な大量流入 

香港の人口は７４０万人（２０１７年）で今も増加している。 

その多くは本土等からの移住者と外国人メイドである。 

外国人メイドは大半がフィリピンからの出稼ぎ者である。 

その証拠を知りたければ、休日の昼過ぎにＭＴＲ中環駅周辺に行くと良い。 

一方、海外からの訪問客は年間６,０００万人を超える。 

その８割が中国本土からの観光客である。 

その証拠を知りたければ、電車の中やレストランで観察すると良い。 

大声で会話する大人と車内や店内を走る回る子供の群れ。 

席を争って奪い合い、高齢者にも決して席を譲ろうとしない。 

飲食しながらの観光。 

至る所に平然と捨てられたゴミの山。 

中国本土観光客マナーは国内という意識からなのか、日本でのそれと比較しても質が悪い。 

 

香港人が一番嫌なのは日本（海外）でも香港（国内）でも本土中国人と間違われる事である。 

 

 



（５）昔の東京を暫し懐かしむ 

懐かしいのは昔の風景だけではない。 

呼びもしないのに本土から大量に押し寄せるスモッグである。 

今回は、ビクトリアピークやＳＫＹ１００展望台から香港市街の広大な写真を撮ろうとしたが、スモ

ッグのせいでまったく撮影意欲が湧いてこない。 

それだけではなく、今回の旅で楽しみにしていた香港とマカオを結ぶ世界最⾧海上橋「港珠澳大橋」

からの壮大な海の景色も撮る気が起きなかった。 

 本日（2019/01/20）の Hong Kong Public Sector Information Portal の値は”９”で、大気質はとても有

害ですべての人に健康への悪影響が発生する恐れがあると説明されている。 

 

本土の工場から躊躇いなく出される汚れた空気は、確実に風に乗り南下している。 

 

 
ＳＫＹ１００展望台より 

（６）世界の胃袋は健在 

最後に少し香港を褒めておきたい。 

香港の魅力の一つは飲食である。 

世界一の中華料理を楽しむことができることは、今もまったく変わっていない。 

世界中のグルメから絶賛された超高級店から庶民的な屋台風の店まで、この激しい競争社会の中で生

き残った品質のレベルは間違いなく最高である。 

しかし、２年前に比べて値段の高騰が著しい。 

 

 安くて美味しい料理ではなくなったが、美味しい料理なのは間違いない。 


